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香川県豊島の植生
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Vegetation and its changes on the Teshima Island in 20 years, Kagawa Prefecture, Japan

Shin Morisada1 and Yoshio Hada2

Abstract:We drew a vegetation map of the Teshima Island (34°29ʼN, 134°50ʼE; highest point 339m 

a.s.l.; 15km2 in area) in the Seto Inland Sea, Kagawa Prefecture, from phytosociologic fi eldwork and 

aerial photographs. The map revealed that secondary forests (mostly dominated by Quercus serrata

and Pinus densifl ora) cover most part of the area, and natural forest remains are localized only in 

small fragments.  We compared our new map with a vegetation map of the island published 20 years 

ago, and revealed the following:  (1) The area of pine forests (dominated by Pinus densifl ora) de-

creased about 30% in the two decades. (2) Deciduous broad-leaved forests increased to about 4 times 

in area. (3) About 60% of the pine forests in 1982 survived, but 30% were changed into deciduous 

broad-leaved forests in the 20 years.  (4) Over 80% of deciduous broad-leaved forested areas survived 

in the same period.  In sum, the forest vegetation succession on the Teshima Island is characterized by 

reduction of pine forests by pine wilt disease, and consequential expansion of deciduous broad-leaved 

forests.
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I.はじめに
瀬戸内海は近畿・中国・四国・九州に囲まれた日本最

大の内海であり,大小800余りの島が存在している(貝塚
ほか,1995).瀬戸内海東部の備讃瀬戸地域の島々や,讃
岐平野に点在する孤立峰を眺めると,島や山の周囲の形は
様 で々あるが,その頂きは円錐状であったりテーブル状であ
ったりと,この地域に独特な形状をもつものが多いことが見
て取れる.頂部が平坦でテーブル状を呈するものには,島で
は小豆島(817m),豊島(339m),山では五色台(483m),城
山(462m)などが挙げられる.また,円錐状のものには,島で
は大槌島(171m),小槌島(112m),山では讃岐富士の名

を持つ飯野山(422m)を筆頭に,六ッ目山(317m),爺神山
(227m)などが挙げられる.これらの地形は開析溶岩台地と
呼ばれ,過去における大規模な火山活動に伴って形成され
た台地が,その後の侵食によりテーブル状や円錐状に残さ
れたものである.頂部に堆積する溶岩類や火砕岩類からな
る硬い地層はキャップロックと呼ばれ,基盤の花崗岩を覆
い,その厚さは,小豆島では300mに達する場所もある.
これら開析溶岩台地は,瀬戸内海東部から讃岐平野に

かけての広い範囲に分布しており,上記の通り同地域の自
然景観を特徴づけているだけでなく,自然環境の基盤をな
すものでもある.このため,開析溶岩台地における植生の現
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況とその変遷を知ることは,同地域の自然の成り立ちを正し
く理解する意味において重要である.
本研究は瀬戸内海東部に位置する豊島において,瀬戸

内海の島嶼部に発達する自然植生ならびに代償植生を
対象に植物社会学的な方法を用いて調査を行い,豊島の
植生の現況を把握し,約20年間における植生の変遷につ
いて考察を行ったので報告する.

II.調査地の概要
 豊島は瀬戸内海東部,小豆島の西方約4kmの海上

に位置し,香川県小豆郡土庄町に属する人口約1,200人
の島である(Fig.1).周囲約20km(南北約4.5 km,東西約
6.3 km),面積約15 km2で,島のほぼ中央に位置する檀
山(山頂339m)を最高点とする.気候的には瀬戸内海気候
区に属し,年間降水量1,123.6mm,年平均気温15.8°Cの
1年を通じて温暖で雨の非常に少ない地域である(気象
庁,2003).吉良の温量指数(1949)では,暖かさの指数が
125～135°C・月,寒さの指数が－1～0°C・月であり,暖温
帯林の下部に位置する.

地質は,低地の一部に沖積層が分布するが,全島が花崗
岩を基岩として,その上に土庄層群や塩基性凝灰角礫岩が
分布し,更に山頂部には約1400万～1000万年前の大規
模な火山活動に由来する讃岐岩質安山岩が厚く堆積して
いる(貝塚ほか,1995).現地の観察では,上部に分布する地
層の風化産物が下部の地層の表層を不規則に覆い,特に
壇山山麓の花崗岩地域では,凹地形地を中心に讃岐岩質
安山岩由来の礫や岩塊が数多く確認された.
地形は全般的に母岩の性質の違いを大きく反映したも

のとなっている.壇山は開析溶岩台地と呼ばれる台地を成
している.この台地は,基盤岩である花崗岩上をより風化侵
食に対する抵抗の強い讃岐岩質安山岩が広く覆ったこと
(キャップロック)に由来しており,現在の姿は台地の一部
が侵食から取り残され形成された残丘である.壇山の山
頂部には平坦地が広がるが,南側と西側には讃岐岩質安
山岩が急崖を成し,崖下の斜面部は比較的平滑で山麓
に向かって徐々に傾斜が緩くなり,海岸へと続く.一方,島
の西部はキャップロックのない,花崗岩のみからなる山塊
である.この地域は,壇山と比較して風化侵食が進んでお
り,起伏は少ないものの侵食谷が幾つも刻まれた,より複
雑な地形を成している.

III.調査方法
2001年5月ならびに2002年9月～10月に植物社会

学的調査法(Braun-Blanquet ,1964)に基づく植生調
査を行い,合計60地点の資料を得た.これらの植生調査
資料は,植物社会学表操作プログラムVEGET(波田・豊
原,1990)ならびにVEGET for Windows(渡部・波田,未
発表)を用いて表操作を行い,常在度級表を作成した.異
なる階層に位置する樹木は,異なる環境に支配されている
と考えられ,その階層に達するまでには,異なる時間的経
過を必要としているはずである.例えば,アカマツの芽生え
は十分な照度と鉱物質土壌の存在を示唆しており,高木
層に位置するアカマツは,過去にそのような環境が存在し
たことを示している.このような観点から,異なる階層に位
置する同一種を,それぞれ異なる要素として表操作を行っ
た(階層別表操作法).
階層別表操作法では,植生をより詳細に区分することが

可能である.また,抽出された植生単位は異なる階層に位置

Fig.1. 調査範囲
lat. 34°27′~34°30′N.
long. 134°40′~134°60′E
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Fig.2.植生図(環境省,2002)

Fig.3. 植生図(環境庁,1982)
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する樹種が識別種になる場合が多く,相観として認識でき
る植生単位と一致する場合が多い.区分された植生単位
は,階層を無視した表操作により区分された植生単位に比
べ,植生の遷移段階やバイオマス等をより反映していると考
えられる.表操作により区分・抽出された植物群落と,その
他の土地利用区分を凡例に用いて,豊島全島を対象に植
生図を作成した(Fig.2).植生図は国土地理院発行の縮尺
1/25,000地形図を基図とし,環境庁(1982)発行の現存植
生図「高松」(縮尺1/50,000)(Fig.3)を参照しつつ,現地調
査と空中写真(1997年国土交通省国土地理院撮影,縮尺
1/30,000,CSI-97-1X,C3:3-4,C15:3-9,C16:3-7)の判読
から作成した.1982年発行の植生図と,2002年作成の植
生図を格子間隔20mのメッシュに置き換え,これらの重ね
合わせにより約20年間における植生の変遷を把握した.
なお,本研究に用いた植生図ならびに植生調査資料の

一部は,環境省が実施する植生図改訂事業の成果の一
部であり(2004年12月よりインターネットにて公開されてい
る（ http://www.vegetation.jp/).筆者らは植生図を用い
た研究を同省より委託されており,使用を許可されている.

IV.結果
豊島に発達する主な森林植生は,以下の6群落,2群集

であった.各群落の概要を以下に整理し,Table.1に常在
度級表を,Table.2に組成表をそれぞれ示す.
A.Pittosporo - Quercetum phillyraeoidis トベラ-ウバメガ
シ群集
種群1[ウバメガシ(T2,S,H),トベラ(H)]の存在と,種群

2[アカマツ(T2),ネズ(T2,H),コバノミツバツツジ(S),コシダ
(H),ススキ(H),ネジキ(H),ナツハゼ(H)]の欠如により特徴
づけられる常緑硬葉樹自然低木林である.植生高は8m程
度で,階層は3層からなる.亜高木から低木層にはウバメ
ガシ1種のみが優占し,草本層にはトベラ,ヒトツバ,ツワブ
キ,ハマナデシコ等が僅かに生育するのみであり,全般に
植被率は低い.本群落は主に沿岸部の崖地や露岩地等
にみられるほか,讃岐岩質安山岩から成る壇山山頂部の
崖地にも分布する.宮脇ら(1983)は瀬戸内海に面して発
達する,ウバメガシが亜高木層から低木層に優占する自
然低木林を,トベラ-ウバメガシ群集としてまとめており,本
林分はそれにあたるものと判断される.一部では,コバノミ

ツバツツジ,コシダ,ネジキ等が混生する代償植生的な組
成をもつ地点も見られたが,自然植生と判断される地点と
連続しており,区別が困難であったため,本群集に含めて
植生図化している.
B.Juniperus rigida - Pinus densifl ora community ネズ-ア
カマツ群落
種群2および種群3[アカマツ(S,H),クロマツ(S),シャシャ

ンボ(H),テリハノイバラ(H),メリケンカルカヤ(H)]の存在と
種群4[アカマツ(T1),ヤマウルシ(H)]の欠如により特徴づけ
られる常緑針葉樹二次林の低木林である.植生高は5m程
度で,階層は2～3層からなり高木層を欠く.亜高木層と低
木層にはアカマツ,クロマツ,ネズ,シャシャンボ,ナツハゼ等
が生育し,草本層にはこれらの種のほか,コシダ,ウラジロ,サ
ルトリイバラ,ススキ等が生育する.群落内には地衣類の生
育する裸地や,林床にコシダやウラジロの繁茂する場所も
混在する.瀬戸内海沿岸は年間降水量1,200mm以下の
降水量の非常に少ない地域であり,特に保水性の乏しい
土壌が形成されやすい花崗岩地域や流紋岩地域では,高
木林の発達に不適な立地が形成されやすいことが知られ
る.本群落も,花崗岩地域の尾根部などの粗悪地に分布が
集中し,後述のアカマツ群落と比較して植生高が低く,欠落
する種が多いことなどから,成立する立地環境の劣悪さが
窺い知れる.マツ枯れ病の被害による枯損木も多数観察さ
れるが,草本層にアカマツが生育することから,当面マツ林と
して維持されるものと考えられる. Toyohara(1984)は花崗
岩の深層風化した乾燥地や貧養地に発達するアカマツの
土地的極相林ならびに二次林を,トダシバ,アリノトウグサ,ヒ
メハギを標徴種・区分種とするアカマツ-トゲシバリ群集と
して区分している.本群落の発達する立地環境はこれと良く
類似し,また,一部ではこれらの種の生育も確認されている
ことから,本群集に該当すると考えられる.
C.Pinus densifl ora community アカマツ群落
種群2および種群4の存在と,種群3の欠如により特徴

づけられる常緑針葉樹二次林の高木林である.本群落は
マツ枯れ病の被害の度合いにより相観および種組成は
多様であるが,多くは高木層にアカマツ,クロマツが生育も
しくは優占しており,コナラ,アベマキが混生する.亜高木層
から低木層にはこれらの種のほか,ネズ,ネジキ,マルバア
オダモ,ヒサカキ,コバノミツバツツジ,ハゼノキ等が生育す
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る.草本層にはサルトリイバラ,ススキ,ワラビ等が生育する
ほか,コシダ,ウラジロ等が優占する場合もある.本群落は
山塊の尾根部や斜面上部等の比較的乾燥傾向にある立
地を中心に,全島の凸地形上に広く確認され,特に花崗
岩地域では谷部を除く全域において,讃岐岩質安山岩地
域では斜面上部の平坦地において,優占的に発達してい
た.後述するコナラ群落やクスノキ群落との共通種(種群
10および種群11)も多く,今後はマツ枯れ病の被害の拡
大に伴い,徐々にこれらの群落へと移行するものと判断さ
れる.Toyohara(1984)は海岸近くの岩場に発達するアカ
マツの二次林を,ウバメガシ,ヤマモモを標徴種・区分種と
するアカマツ-ウバメガシ群集として区分しており,本群落
にいおても広くウバメガシの生育が確認されたことから,こ
れに該当すると考えられる.なお,壇山山頂のキャップロック
上に分布する本群落は,他の地質地域と比較してマツ枯れ
病の被害が激しく,林床にケネザサが密生し,コバノミツバツ
ツジやシャシャンボ等のアカマツ林を構成する種が多く欠
落する林分であったが,区別が困難であったため,本群落に
含めて植生図化している.
D.Quercus serrata community コナラ群落
種群5[シロダモ(T2),カゴノキ(T2),テイカカズラ(T2),イ

ヌビワ(S),ナワシログミ(S,H),ヤブラン(H),フジ(H),マサ
キ(H)]および種群11[コナラ(T1),アベマキ(T1),ヒサカキ
(T2),ネザサ(S),キヅタ(H),ヤツデ(H)]の存在と,種群2およ
び種群6の欠如により特徴づけられる落葉広葉樹二次林
の高木林である.植生高は16m程度で,階層は4層からな
る.高木層にはコナラ,アベマキ,クヌギ等の落葉広葉樹が
優占し,亜高木層にはこれらの種のほか,ヤブニッケイ,カゴ
ノキ,シロダモ等の常緑広葉樹が多数生育する.低木層か
ら草本層にはヒサカキ,ヤブラン,ミツバアケビ,シロダモ,ジ
ャノヒゲ等が生育する.本群落は山塊の谷部や斜面下部
等の適潤地を中心に分布しており,主に花崗岩地域の谷
部や,讃岐岩質安山岩地域ならびに塩基性凝灰角礫岩地
域の斜面部において確認された.本群落内の下層には,後
述のクスノキ群落との共通種であるクスノキ科の常緑広
葉樹が多数生育しており,林床は暗く,コナラ等の落葉広
葉樹の発芽・生育は困難な状況にあると考えられる.この
ため,時間の経過に伴って後述のクスノキ群落へ移行す
るものと判断される.

E.Cinnamomum camphora community クスノキ群落
種群6[クスノキ(T1),ヤブニッケイ(T1),シロダモ(T1),カ

ゴノキ(T1),イヌビワ(T2),テイカカズラ(S)]の存在により特
徴づけられる常緑広葉樹二次林の高木林である.植生高
は16m程度で,階層は4層からなる.高木層にはクスノキが
優占して,エノキ,ムクノキが混生するもののブナ科の常緑お
よび落葉広葉樹の生育が少ない.亜高木層から低木層に
はクスノキ,シロダモ,クロガネモチ,イヌビワ,シュロ,ネズミ
モチが生育するほか,草本層にはキヅタ,テイカカズラ等の
常緑ツル植物が多く生育し,更に,林床にはマツの倒木が
散見される.クスノキの優占する二次林については,1987年
に小豆島のマツ枯れ病の被害地において,天然性のクスノ
キ林の分布が香川県により報告されている.現在,これと同
様なマツ枯れ跡地で発達したクスノキの二次林が,瀬戸内
海沿岸の低海抜地,特に島嶼部ならびに旧島嶼部におい
て観察されている.
F.Photinio - Castanopiedis cuspidatae カナメモチ-コジイ
群集
種群7[コジイ(T1)]の存在により特徴づけられる常緑広

葉樹自然高木林である.植生高は20m程度で,階層は4層
からなる.高木層にはコジイが優占しており,亜高木層には
コジイのほか,モチノキ,クロガネモチ,ヤブニッケイ,シロダ
モ,カゴノキ等が生育する.下層にはこれらの種のほか,イ
ヌビワ,カクレミノ,ヒサカキ,ベニシダ,テイカカズラ,ヤブコ
ウジ等が生育する.宮脇ら(1983)は広島県東部から岡山
県,兵庫県,香川県および愛媛県におよぶ瀬戸内海沿岸の
乾燥傾向の強い地域に分布するシイ林をコジイ-カナメモ
チ群集にまとめており,本林分もそれに属するものと判断さ
れる.瀬戸内海沿岸にみられるシイ自然林のほとんどは,社
叢や保護地域として極小面積で残存するものであり,シイ
の大径木が生育するものの,小面積であることによる林内
の乾燥化や照度の上昇,不定期的な人為の影響等によ
り種組成の貧化が激しい.豊島においても同様であり,本
群落は壇山山頂に社叢林として小面積で残存するにすぎ
ず,当地の自然植生の面影を僅かに窺い知れるものの,乾
燥傾向の強い気候地域に位置することもあって,出現種数
は20種以下と少ない.
G.Mallotus japonicus - Celtis sinensis var. japonica com-

munity アカメガシワ-エノキ群落
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で,その原因を瀬戸内海気候特有の少雨にあると指摘し,こ
の地域の森林が一様にシイ林に遷移するとは考え難いとし
ている.以上より,豊島島内においては,種子供給源としての
コジイ,アラカシの生育はあるものの,当面速やかなシイ・カ
シ林への遷移の進行は考え難い.
一方小豆島においては,マツ枯れ病の被害地で,天然

性のクスノキ林の発達が報告されており(香川県1987),更
に,北木島では斜面中部から上部の緩傾斜地においてク
スノキ,ヤブニッケイ等のクスノキ科植物が優占群落を形
成しつつある状況が観察されている(岡山県,1999).豊島
島内のコナラ群落の林内においても,クスノキ,ヤブニッケ
イ,シロダモ,カゴノキ等のクスノキ科の樹木が多く生育し
ている.これらのことから,豊島においては,ウバメガシ林が
発達している海岸沿いと,土地的極相林と判断されるアカ
マツ林が成立する花崗岩地域の凸地形地以外の立地に
おいては,当面クスノキ,シロダモ,ヤブニッケイなどのクスノ
キ科の常緑樹とアベマキ,コナラを交えた森林が発達する
と考えられる.
2.約20年間の植生の変遷
Table.3に,1982年発行の植生図と2002年作成の植

生図における主な森林植生の分布割合を示す.
1982年に発行された植生図では,ほぼ豊島全島がア

カマツ群落に覆われており,島全体の90%以上を占めてい
た.しかし,2002年に作成した植生図ではアカマツ群落(ネ
ズ-アカマツ群落含む)の分布割合は60%程度であり,約
20年間でアカマツ林の分布面積が30%程度減少したこと
がわかる.一方,コナラ群落は約4倍に分布面積が拡大し,ト
ベラ-ウバメガシ群集も分布面積を拡大していた.
次に，1982年の植生図でアカマツ群落ならびにコナ

ラ群落として図示されていた地点の，2002年における変
化割合を比較した（Table.4）. 1982年にアカマツ群落で
あった地点の内,約60%が2002年においてもアカマツ林
(アカマツ群落およびネズ-アカマツ群落)として残存して
おり,約10%がトベラ-ウバメガシ群集,約30%がコナラ群
落に遷移していた.一方,コナラ群落では約80%の地点が
コナラ群落のままであったが,10%程度がアカマツ林に変
化していた.
1982年発行の植生図は,基図の縮尺や凡例体系の考

え方,ならびに図化作業の実施体制が2002年作成の植

種群8[エノキ(T1,T2),ムクノキ(T1),シュロ(T2,S),アカメ
ガシワ(T2)]の存在により特徴づけられる落葉広葉樹二次
林の高木林である.植生高は19m程度で,階層は4層からな
る.高木層にはエノキ,ムクノキが優占し,亜高木層にはこれ
らの種のほか,アカメガシワ,シュロが生育する.下層にはキ
ヅタ,テイカカズラ等の常緑性のツル植物やシロダモ,カゴ
ノキ,ナワシログミ等の常緑広葉樹が多く生育する.本群
落は放棄された後の年数が長く経過した,放棄畑や放棄
果樹園に発達しており,群落を構成する植物の多くはいわ
ゆる鳥散布型の植物である.クスノキ群落との共通種が多
く確認されたことから,将来的にはクスノキ群落へ移行す
るものと判断される.
H.Willow forest ヤナギ高木群落
種群9[アカメヤナギ(T1),セイタカアワダチソウ(H),ミゾソ

バ(H),ヨモギ(H)]の存在により特徴づけられる,落葉広葉
樹二次林の高木林である.植生高8m程度,階層は3～4層
からなり,高木層から低木層までアカメヤナギが生育し,草
本層にはセイタカアワダチソウ,ミゾソバ,ヨモギが生育す
る.放棄水田に発達している.

V.考 察
1.遷移の方向性
豊島を含む瀬戸内海一帯は気候的に温暖であり,自然

植生としては全域においてシイ・カシ類の優占する照葉樹
林が発達するとされている(香川県,1987).しかし,豊島島
内は広くアカマツ林,コナラ林等の代償植生に覆われてお
り,照葉樹林はコジイ林が極小面積で2箇所に確認され
たのみであった.また,現地調査中に生育を確認した常緑
カシ類はウバメガシを除くと,アラカシが3株確認されたに
とどまる. 
岡山県(1999)は鹿久居島(和気郡日生町),北木島(笠

岡市北木島町),六口島(倉敷市下津井)を対象に植生調
査を実施しており,各島の地質・地形の違いや過去におけ
る人為の影響の程度に違いがあるものの,これら3島共に
ブナ科の常緑広葉樹の生育が少ない傾向にあることを
報告している.また,難波・波田(1997)は岡山県を対象に
1kmメッシュ気候値を用いた植物の分布要因の解析を行
っており,この中で,岡山県におけるシイ類の分布は年降水
量1,400mm未満の地域で欠如していることを報告した上
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生図とは異なっている.1982年にコナラ林の分布した地点
のうち,2002年にアカマツ林として図化された地点は,退行
遷移が起きたのではなく,この様な図化手法の違いに起因
する誤差と考えられる.
豊島でみられた約20年間における植生の変遷は,アカマ

ツ林の減少とコナラ林の増加により特徴づけられた.これは
主にマツ枯れ病の被害によるものと判断され,豊島全体とし
ては,マツ枯れ病によるアカマツ林の衰退と,それに伴う落
葉広葉樹林の拡大があったものと判断される.

VI.まとめ
1.香川県土庄町豊島において植物社会学的な手法を用
いて植生調査を行い,その調査資料をもとに植生図を
作成し,豊島に分布する植生の現況の把握と過去の
植生図との比較を行った.

2.豊島に分布する森林植生は,トベラ-ウバメガシ群集,ネ
ズ-アカマツ群落,アカマツ群落,コナラ群落,クスノキ
群落,カナメモチ-コジイ群集,ヤナギ高木群落,アカメ
ガシワ-エノキ群落の8つに区分できた.

3.豊島は照葉樹林域に位置するが,シイ・カシ類の分布は
極小面積であり,乾燥傾向の強い気候地域であること
も合わせて,当面速やかにシイ・カシ林には遷移しない
ものと判断される.

4.海岸部のトベラ-ウバメガシ群集や極端に乾燥傾向の強
い立地に成立するアカマツの土地的極相林を除くと,当
面クスノキ,シロダモなどのクスノキ科の常緑樹とアベマ
キ,コナラを交えた森林が発達すると考えられる.

5.全島でマツ枯れ病の被害が確認され,マツ枯れ病による
アカマツ林の衰退が植生遷移に影響を与えており,約
20年間でアカマツ林は約30%減少していた.

6.約20年間において,アカマツ林であった地域は約40%が
これ以外の植生に移行し,30%がコナラ林へと遷移し
ていたが,コナラ林では80%以上がコナラ林のままで
あった.

要 約
瀬戸内海の東部，香川県に位置する豊島を対象として，

植物社会学的な手法による現地調査と空中写真の判読か
ら植生図を作成した. 豊島には二次林が広がっており，自

然林は極小面積で分布するのみであった. 1982年に発行
された植生図と2002年に作成した植生図の比較を行った
結果，約20年間でアカマツ林の割合は30%減少していた
が，落葉広葉樹林の割合は約4倍に増加していた. また，
1982年にアカマツ林であった地点のうち約60%が2002年
においてアカマツ林として生残していたが，約30%が落葉
広葉樹林へ移行していた. 一方，1982年に落葉広葉樹林
であった地点では，2002年において約80%が落葉広葉樹
林のままであった. 以上から，豊島における約20年間の植
生遷移は，マツ枯れ病によるアカマツ林の衰退とそれに伴
う落葉広葉樹林の分布拡大によるものと判断された.
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